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号　　外

平成 15 年

9 月24日（水曜日）

一

公
　
　
告

○
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催
（
七
件
）

（
都
市
計
画
課
）

一

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
三
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）

高
松
市
片
原
町
一
一
―
一

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
、
高
松
市
都
市
開
発
部
都

市
計
画
課
、
三
木
町
建
設
課
、
牟
礼
町
企
画
計
画
課
、
香
川
町
企
画
課
、
香
南
町
総
務
企
画
課
、
綾
南

町
企
画
課
及
び
国
分
寺
町
建
設
企
画
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ

提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記

○
高
松
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
県
都
・
高
松
を
中
心
と
し
た
質
の
高
い
都
市
機
能
を
享
受
で
き
る
圏
域
の
形
成
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
県
都
高
松
を
中
心
と
す
る
圏
域
構
造
の
充
実
・
強
化
を
目
指
し
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
等
の
拠
点

の
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
栗
林
公
園
や
屋
島
な
ど
地
域
の
歴
史
的
・
自
然
的
要
素
に
配
慮
し
つ

つ
、
郊
外
部
に
お
い
て
は
田
園
的
な
環
境
を
備
え
た
地
区
の
整
備
を
誘
導
す
る
。

・
こ
れ
ら
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
地
域
ご
と
の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
秩

序
あ
る
都
市
圏
の
形
成
を
誘
導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
高
松
市
中
心
市
街
地
　
中
枢
管
理
・
業
務
機
能
を
担
う
中
核
と
し
て
、
拠
点
性
の
維
持
、
発
展

を
図
り
、
居
住
機
能
を
含
む
各
種
都
市
機
能
の
高
度
化
を
進
め
る
。

・
産
業
・
研
究
開
発
拠
点
地
区
　
香
川
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ク
や
高
松
東
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ

ー
ク
等
を
、
産
業
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
拠
点
と
し
て
育
成
・
強
化
を
図
る
。

・
既
成
市
街
地
　
各
町
の
役
場
周
辺
や
鉄
道
駅
、
幹
線
道
路
沿
道
な
ど
で
は
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
充
実
を
図
り
、
田
園
環
境
と
調
和
し
た
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
平
野
部
に
広
く
分
散
し
て
居
住
す
る
香
川
県
特
有
の
住
ま
い
方
が
な
さ
れ
て
い
て
、
本
来
、
区
域

区
分
の
考
え
方
が
馴
染
み
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

二

・
今
後
、
人
口
が
減
少
傾
向
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
土
地
利
用
に
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
街
地
拡
大
の
圧
力
が
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。

・
今
後
、
一
体
の
都
市
圏
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
構
造
を
目
指
す
た
め
に
、
新
た
な
土
地

利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
策
を
導
入
す
る
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
高
松
市
の
中
心
市
街
地
で
は
商
業
・
業
務
機
能
の
高
度
化
を
図
る
。

郊
外
部
に
お
い
て
も
、
一
定
の
商
業
地
の
形
成
を
誘
導
す
る
。

工
業
地
　
主
要
工
業
地
は
臨
海
部
に
配
置
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
内
陸
部
に
お
い

て
も
、
四
国
横
断
自
動
車
道
や
高
松
空
港
の
利
便
性
を
活
か
し
た
産
業
機
能
の
立
地
を

誘
導
す
る
。

住
宅
地
　
拠
点
地
区
、
幹
線
道
路
や
鉄
道
駅
の
周
辺
に
お
い
て
住
宅
市
街
地
の
形
成

を
図
り
、
郊
外
部
で
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た
田
園
的
な
住
宅
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
中
心
市
街
地
で
は
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
り
活
性
化
を
図
る
。

・
既
成
市
街
地
や
旧
市
街
地
で
は
、
街
並
み
形
成
な
ど
歴
史
的
な
要
素
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
地
区
の
住
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
四
国
及
び
環
瀬
戸
内
交
流
圏
の
中
枢
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
や
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
都
市
基
盤
施
設
の
再
整
備
や
土
地
の
高
度
利
用
が

必
要
と
な
る
地
区
に
お
い
て
は
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
を
図

る
。

４
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
香
東
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
す
る
都
市
基
幹
公
園
の
整
備
を

促
進
す
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
近
接
す
る
緑
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景

観
機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

・
風
致
地
区
を
適
正
に
指
定
し
、
緑
地
の
保
全
を
図
る
。

○
高
松
広
域
都
市
計
画
風
致
地
区
の
変
更
素
案
の
概
要

香
川
中
央
都
市
計
画
高
松
風
致
地
区
を
高
松
広
域
都
市
計
画
高
松
風
致
地
区
に
変
更
し
、
香
川
中
央
都

市
計
画
芝
山
風
致
地
区
を
廃
止
す
る
。
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平
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年
九
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二
十
四
日

（
号
外
）

三

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
多
様
な
都
市
機
能
や
歴
史
を
受
け
継
ぐ
貴
重
な
環
境
資
源
を
活
か
し
、
互
い
に
連
携
し
た
香
川

ら
し
い
都
市
圏
の
形
成
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
丸
亀
、
善
通
寺
両
市
の
中
心
市
街
地
を
核
と
し
つ
つ
、
金
刀
比
羅
宮
や
丸
亀
城
、
総
本
山
善
通

寺
な
ど
数
多
く
分
布
す
る
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
、
そ
れ
ら
が
連
携
し
た
圏
域
構
造
を
形
成
し
、

よ
り
多
く
の
人
が
生
活
し
、
活
発
に
往
来
す
る
地
域
を
目
指
す
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
中
心
市
街
地
　
商
業
・
業
務
機
能
が
集
積
す
る
利
便
性
を
活
か
し
、
職
住
近
接
や
生
活
・
文
化

機
能
の
充
実
を
図
る
。
都
市
景
観
に
も
配
慮
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

・
既
成
市
街
地
　
各
町
の
役
場
周
辺
や
鉄
道
駅
、
幹
線
道
路
沿
道
な
ど
で
は
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
充
実
を
図
り
、
田
園
環
境
と
調
和
し
た
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
平
野
部
に
広
く
分
散
し
て
居
住
す
る
香
川
県
特
有
の
住
ま
い
方
が
な
さ
れ
て
い
て
、
本
来
、
区
域

区
分
の
考
え
方
が
馴
染
み
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・
今
後
、
人
口
が
減
少
傾
向
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
土
地
利
用
に
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
街
地
拡
大
の
圧
力
が
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。

・
今
後
、
一
体
の
都
市
圏
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
構
造
を
目
指
す
た
め
に
、
新
た
な
土
地

利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
策
を
導
入
す
る
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

な
お
、
参
考
図
は
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
高
松
市
都
市
開
発
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公

述
申
出
の
期
限
ま
で
閲
覧
に
供
す
る
。

○
中
讃
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
四
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
二
十
六
日
（
日
曜
日
）

丸
亀
市
大
手
町
二
―
四
―
二
○

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
亀
市
民
会
館

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
、
丸
亀
市
建
設
経
済
部
都

市
計
画
課
、
善
通
寺
市
建
設
経
済
部
都
市
計
画
課
、
綾
歌
町
建
設
課
、
飯
山
町
建
設
課
、
宇
多
津
町
建

設
経
済
課
、
満
濃
町
建
設
課
、
琴
平
町
企
画
課
及
び
多
度
津
町
建
設
下
水
道
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記

載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記

名
　
　
称

面
　
　
積

備
　
　
　
　
考

高
松
風
致
地
区

約
230ha

高
松
市
　
約
230ha（

変
更
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

四

商
業
・
業
務
地
　
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
宇
多
津
町
の
中
心
市
街
地
で
は
商
業
・
業

務
機
能
の
高
度
化
を
図
る
。
郊
外
部
に
お
い
て
も
、
一
定
の
商
業
地
の
形
成
を
誘
導
す

る
。工
業
地
　
瀬
戸
大
橋
や
港
湾
施
設
の
利
点
を
活
か
し
た
主
要
工
業
地
は
、
引
き
続
き

臨
海
部
に
配
置
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い
て
も
新
た
な
流
通
施
設
な
ど
の

立
地
を
図
る
。

住
宅
地
　
拠
点
地
区
、
幹
線
道
路
や
鉄
道
駅
の
周
辺
に
お
い
て
住
宅
市
街
地
の
形
成

を
図
り
、
郊
外
部
で
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た
田
園
的
な
住
宅
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
中
心
市
街
地
で
は
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
り
活
性
化
を
図
る
。

・
既
成
市
街
地
や
旧
市
街
地
で
は
、
街
並
み
形
成
な
ど
歴
史
的
な
要
素
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
地
区
の
住
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
四
国
の
中
枢
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
や
に
ぎ
わ
い
を
有
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
目
指
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
都
市
基
盤
施
設
の
再
整
備
や
土
地
の
高
度
利
用
が
必
要

と
な
る
地
区
に
お
い
て
は
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
を
図
る
。

４
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
土
器
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
な
ど
広
域
的
な
需
要
に
対
応
す
る
公
園
・
緑
地
の

整
備
を
進
め
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
近
接
す
る
緑
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景

観
機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

・
風
致
地
区
を
適
正
に
指
定
し
、
緑
地
の
保
全
を
図
る
。

○
中
讃
広
域
都
市
計
画
風
致
地
区
の
変
更
素
案
の
概
要

香
川
中
央
都
市
計
画
聖
通
寺
山
風
致
地
区
を
中
讃
広
域
都
市
計
画
聖
通
寺
山
風
致
地
区
に
変
更
し
、
都

市
計
画
青
ノ
山
風
致
地
区
ほ
か
１
地
区
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

な
お
、
参
考
図
は
、
聖
通
寺
山
風
致
地
区
、
青
ノ
山
風
致
地
区
（
宇
多
津
町
）
及
び
角
山
風
致
地
区
に

名
　
　
称

面
　
　
積

備
　
　
　
　
考

聖
通
寺
山
風
致
地
区

約
33ha

宇
多
津
町
　
約
33ha（

変
更
）

青
ノ
山
風
致
地
区

約
136ha

丸
亀
市
　
約
50ha（

新
規
）

宇
多
津
町
　
約
86ha（

新
規
）

角
山
風
致
地
区

約
14ha

宇
多
津
町
　
約
14ha（

新
規
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

五

つ
い
て
は
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
宇
多
津
町
建
設
経
済
課
に
お
い
て
、
青
ノ
山
風
致
地
区
（
丸

亀
市
）
に
つ
い
て
は
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
丸
亀
市
建
設
経
済
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
述

申
出
の
期
限
ま
で
閲
覧
に
供
す
る
。

○
さ
ぬ
き
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
都
市
構
造
に
よ
る
、
職
住
が
近
接
し
た
緑
住
タ
ウ
ン
の
形
成
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
広
域
交
通
網
の
充
実
や
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
産
業
基
盤
の
立
地
な
ど
の
地
域
特
性

を
活
か
す
と
と
も
に
、
市
域
と
し
て
の
一
体
化
を
図
る
た
め
に
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能

を
強
化
す
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
志
度
駅
周
辺
地
区
　
市
内
随
一
の
集
積
度
を
誇
る
志
度
駅
周
辺
は
、
山
林
や
水
辺
空
間
に
も
近

接
す
る
魅
力
あ
る
市
街
地
と
し
て
、
商
業
・
業
務
拠
点
に
位
置
づ
け
る
。

・
長
尾
街
道
・
バ
イ
パ
ス
沿
道
地
区
　
食
品
加
工
団
地
や
高
松
東
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
、
農
業

基
盤
を
活
か
し
た
工
業
振
興
・
農
業
振
興
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
沿
道
型
施
設
立

地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
土
地
利
用
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

・
津
田
駅
周
辺
地
区
　
津
田
の
松
原
の
自
然
的
観
光
資
源
や
近
接
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活

用
し
広
域
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
を
図
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
既
に
一
定
以
上
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
旧
各
町
の
役
場
周
辺
へ
誘

導
を
図
る
も
の
と
す
る
が
、
市
と
し
て
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
の
統
合
に

つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
く
。

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
五
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）

さ
ぬ
き
市
志
度
五
三
八
五
―
八

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぬ
き
市
役
所

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
さ
ぬ
き
市
建
設
部
都

市
計
画
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

六

工
業
地
　
臨
海
部
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
工
業
団
地
を
、
引
き
続
き
位
置
づ

け
る
。

住
宅
地
　
商
業
・
業
務
地
の
周
辺
を
住
宅
地
に
位
置
づ
け
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に

も
配
慮
す
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
鴨
部
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
切
に

配
置
し
、
都
市
基
幹
公
園
に
つ
い
て
も
整
備
・
拡
充
を
進
め
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

○
坂
出
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
六
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
二
十
八
日
（
火
曜
日
）

坂
出
市
本
町
一
―
二
―
一

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
市
民
ふ
れ
あ
い
会
館

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
坂
出
市
都
市
建
設
部

都
市
計
画
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記
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七

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
四
国
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
と
環
境
資
源
を
備
え
た
交
流
拠
点
都
市
の
形
成
を
目

指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
四
国
及
び
環
瀬
戸
内
交
流
圏
の
中
枢
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
や
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
四
国
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
瀬
戸
大
橋
や
坂
出
港
の
利
便
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

多
様
な
都
市
機
能
が
複
合
的
に
立
地
す
る
都
市
の
形
成
を
目
指
す
。

・
こ
れ
ら
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
地
域
ご
と
の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
秩

序
あ
る
都
市
圏
の
形
成
を
誘
導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
中
心
市
街
地
　
坂
出
市
の
中
心
市
街
地
は
、
交
通
利
便
性
と
と
も
に
自
然
的
魅
力
も
兼
ね
備
え

た
地
区
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
居
住
人
口
の
増
加
を
図
る
。

・
臨
海
部
の
工
業
地
区
　
県
内
随
一
の
工
業
機
能
の
集
積
を
活
か
す
と
と
も
に
、
瀬
戸
内
海
に
気

軽
に
近
づ
け
る
空
間
と
し
て
整
備
を
図
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
　
高
速
道
路
や
主
要
幹
線
道
路
を
骨
格
と
し
た
市
街
地
の
形
成

を
図
り
、
流
通
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
平
野
部
に
広
く
分
散
し
て
居
住
す
る
香
川
県
特
有
の
住
ま
い
方
が
な
さ
れ
て
い
て
、
本
来
、
区
域

区
分
の
考
え
方
が
馴
染
み
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・
既
に
人
口
の
減
少
傾
向
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
土
地
利
用
に
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
街
地
拡
大
の
圧
力
が
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。

・
今
後
、
一
体
の
都
市
圏
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
構
造
を
目
指
す
た
め
に
、
新
た
な
土
地

利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
策
を
導
入
す
る
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
主
に
中
心
市
街
地
に
お
い
て
立
地
を
図
る
。

工
業
地
　
瀬
戸
大
橋
や
港
湾
施
設
の
利
点
を
活
か
し
、
引
き
続
き
番
の
州
地
区
な
ど

の
臨
海
部
で
維
持
発
展
を
図
る
。

住
宅
地
　
中
心
市
街
地
に
お
い
て
高
度
利
用
を
図
る
一
方
、
郊
外
部
で
は
、
農
地
や

山
林
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
ゆ
と
り
あ
る
環
境
を
有
す
る
田
園
居
住
地
域
と
し
て
整

備
を
図
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
中
心
市
街
地
で
は
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
り
活
性
化
を
図
る
。

・
既
成
市
街
地
や
旧
市
街
地
で
は
、
地
区
の
住
環
境
の
改
善
を
促
進
し
、
ゆ
と
り
と
安
全

性
を
高
め
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。
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八

３
．
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
を
中
心
に
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
地
区
の
形
成
と
、
こ
れ
を
取
り
囲
む

角
山
等
の
環
境
特
性
を
活
か
し
た
市
街
地
と
し
て
整
備
を
行
う
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
都

市
基
盤
施
設
の
再
整
備
や
土
地
の
高
度
利
用
が
必
要
と
な
る
地
区
に
お
い
て
は
土
地
区
画
整

理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
を
図
る
。

４
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
綾
川
な
ど
の
河
川
を
位

置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
す
る
都
市
基
幹
公
園
の
整
備
を

促
進
す
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
近
接
す
る
緑
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景

観
機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

・
風
致
地
区
を
適
正
に
指
定
し
、
緑
地
の
保
全
を
図
る
。

○
坂
出
都
市
計
画
風
致
地
区
の
素
案
の
概
要

都
市
計
画
角
山
風
致
地
区
ほ
か
３
地
区
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

な
お
、
参
考
図
は
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
坂
出
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公

述
申
出
の
期
限
ま
で
閲
覧
に
供
す
る
。

○
香
川
中
央
都
市
計
画
道
路
の
変
更
素
案
の
概
要

都
市
計
画
道
路
中
3･3･308号

府
中
川
津
線
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

な
お
、
参
考
図
は
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
坂
出
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公

述
申
出
の
期
限
ま
で
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
七
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
（
水
曜
日
）

東
か
が
わ
市
湊
一
八
一
〇
―
一

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
か
が
わ
市
中
央
公
民
館

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

名
　
　
称

面
　
　
積

備
　
　
　
　
考

角
山
風
致
地
区

約
29ha

新
規

笠
山
風
致
地
区

約
15ha

新
規

金
山
風
致
地
区

約
112ha

新
規

常
山
風
致
地
区

約
78ha

新
規

種
別幹　線　街　路

名
　
　
　
称

位
　
　
　
置

区
　
域

構
　
　
　
造

備
　
考

番
　
号

路
線
名

起
　
点
終
　
点

主
　
な

経
過
地

延
　
長

構
造

形
式

車
線

の
数

幅
員
地
表
式
の
区
間
に
お
け
る

鉄
道
等
と
の
交
差
の
構
造

3･3･308
府
中
川
津
線
坂
出
市

府
中
町

字
前
谷

上
所

坂
出
市

川
津
町

字
下
川

津

坂
出
市

加
茂
町
､

西
庄
町
､

福
江
町

約11,320
m

地
表
式

４
車
線
24m

幹
線
街
路
と
平
面
交
差

１
箇
所

幹
線
街
路
と
立
体
交
差

３
箇
所

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
と
立
体
交
差

１
箇
所

3･4･312
坂
出
府
中

線
と
の
立

体
交
差
部

に
連
結
路

を
追
加



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

九

○
東
か
が
わ
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
徳
島
・
関
西
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
ち
の
個
性
と
物
産
・
交
流
機
能
の
再
生
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
徳
島
県
や
関
西
方
面
へ
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
主
要
幹
線
道
路
が
横
断
す
る
地
理
的
条
件
を
活

か
し
、
伝
統
の
あ
る
地
場
産
業
や
自
然
資
源
を
活
用
し
た
物
産
・
交
流
面
で
も
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
東
讃
の
拠
点
と
し
て
機
能
強
化
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
既
成
市
街
地
　
三
本
松
、
白
鳥
、
引
田
の
各
駅
を
中
心
に
国
道
11号
の
沿
道
も
含
め
た
市
街
地

は
、
都
市
機
能
の
更
新
や
防
災
性
能
の
向
上
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
市
街
地
環
境
の
整
備
を

図
る
。
ま
た
、
基
盤
整
備
に
合
わ
せ
た
土
地
利
用
の
整
序
を
図
り
、
適
切
な
機
能
の
再
配
置
を

進
め
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
　
高
速
道
路
や
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
の
進
捗
に
伴
い
、
土
地

利
用
が
変
動
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
適
切
な
土
地
利
用
の
方

向
性
を
定
め
て
い
く
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し
て

い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
既
成
市
街
地
や
国
道
11号
バ
イ
パ
ス
の
沿
道
と
な
る
地
区
に
商
業
・

業
務
機
能
の
誘
導
を
図
る
。

工
業
地
　
大
内
工
業
団
地
等
の
工
業
地
へ
、
引
き
続
き
集
積
を
誘
導
す
る
。

住
宅
地
　
商
業
・
業
務
地
の
周
辺
を
住
宅
地
に
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
東
か
が
わ
市
事
業
部

建
設
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

一
〇

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
与
田
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
切
に

配
置
し
、
都
市
基
幹
公
園
に
つ
い
て
も
整
備
・
拡
充
を
進
め
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

○
観
音
寺
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
豊
か
な
自
然
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目

指
す
。

・
本
四
３
架
橋
時
代
を
迎
え
、
香
川
県
の
西
の
玄
関
口
と
な
る
三
豊
圏
域
に
お
い
て
、
広
域
的

な
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
快
適
で
魅
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご

と
の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成

を
誘
導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
中
心
市
街
地
地
区
　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、「
く
ら
し
、
ふ
れ
あ
い
、

に
ぎ
わ
い
」
の
創
出
に
努
め
る
。

・
中
心
市
街
地
周
辺
地
区
　
生
活
利
便
の
高
さ
を
活
か
し
居
住
人
口
の
回
復
を
目
指
し
、
安
全

で
快
適
な
市
街
地
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

・
国
道
11号
及
び
黒
渕
本
大
線
沿
線
地
区
　
沿
道
型
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
近
接
し
た
利
便

性
の
高
い
地
区
と
し
て
定
住
を
促
進
す
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し
て

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
八
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日
（
木
曜
日
）

観
音
寺
市
坂
本
町
一
―
一
―
一

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
民
会
館

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
、
観
音
寺
市
都
市
開
発
課
、

豊
中
町
総
務
課
、
詫
間
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
、
仁
尾
町
建
設
課
及
び
豊
浜
町
建
設
水
道
課
に
備
え
置

く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

一
一

い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
観
音
寺
駅
周
辺
の
商
店
街
を
商
業
地
に
位
置
づ
け
、
国
道
11号
や

県
道
黒
渕
本
大
線
等
の
沿
線
に
つ
い
て
近
隣
商
業
地
域
に
位
置
づ
け
る
。

工
業
地
　
山
田
産
業
団
地
や
観
音
寺
港
周
辺
に
つ
い
て
工
業
や
物
流
の
拠
点
に
位
置

づ
け
る
。

住
宅
地
　
商
業
地
の
周
辺
を
一
般
住
宅
地
に
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、
「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
財
田
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
切
に

配
置
し
、
都
市
基
幹
公
園
に
つ
い
て
も
整
備
・
拡
充
を
進
め
る
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
近
接
す
る
緑
地
は
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

・
琴
弾
風
致
地
区
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
保
全
を
図
る
。

○
豊
中
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
三
豊
の
中
心
地
と
し
て
、
住
み
良
い
・
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
の
形
成
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
本
四
３
架
橋
時
代
を
迎
え
、
香
川
県
の
西
の
玄
関
口
と
な
る
三
豊
圏
域
に
お
い
て
、
広
域
的
な

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
快
適
で
魅
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
豊
中
地
区
　
町
役
場
を
中
心
に
公
共
施
設
が
集
中
し
、
本
山
駅
や
国
道
11号
に
も
近
い
こ
と
か
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一
二

ら
、
大
規
模
工
場
跡
地
を
活
用
し
な
が
ら
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

・
さ
ぬ
き
豊
中
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
　
陣
山
工
業
団
地
な
ど
に
お
い
て
施
設
立
地
が
み

ら
れ
る
が
、
広
域
ア
ク
セ
ス
性
を
活
か
し
、
流
通
の
拠
点
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用

を
検
討
す
る
。

・
比
地
大
駅
周
辺
地
区
　
比
地
大
駅
近
傍
の
田
園
住
宅
地
で
あ
る
ほ
か
、
大
型
店
舗
の
出
店
な
ど

も
み
ら
れ
る
た
め
、
近
隣
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
図
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
業
務
機
能
は
町
役
場
を
中
核
と
し
つ
つ
、
国
道
11号
沿
道
の
大
規

模
工
場
跡
地
か
ら
本
山
駅
周
辺
に
至
る
県
道
沿
道
を
位
置
づ
け
る
。

工
業
地
　
陣
山
工
業
団
地
を
中
心
に
工
業
系
用
途
の
集
積
を
図
り
、
既
存
市
街
地
な

ど
に
お
け
る
用
途
の
混
在
を
解
消
し
て
い
く
。

住
宅
地
　
町
役
場
周
辺
や
比
地
大
駅
周
辺
を
住
宅
市
街
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
竿
川
な
ど
の
河
川
を
位

置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

○
詫
間
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
歴
史
と
風
土
を
活
か
し
た
個
性
の
創
出
に
よ
る
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。
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一
三

・
本
四
３
架
橋
時
代
を
迎
え
、
香
川
県
の
西
の
玄
関
口
と
な
る
三
豊
圏
域
に
お
い
て
、
広
域
的
な

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
快
適
で
魅
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
詫
間
町
役
場
周
辺
地
区
　
役
場
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
や
集
客
施
設
が
集
中
し
て
お
り
、

臨
海
部
の
特
徴
を
活
か
し
た
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
。

・
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
周
辺
地
区
　
町
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
の
あ
る
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て
、

商
業
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
中
心
と
し
た
施
設
の
立
地
を
誘
導
し
て
い
く
。

・
須
田
港
周
辺
地
区
　
詫
間
港
を
望
む
パ
ノ
ラ
マ
を
活
か
し
、
集
客
施
設
を
柱
と
し
た
観
光
拠
点

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
主
に
町
役
場
周
辺
や
詫
間
駅
周
辺
に
業
務
機
能
を
、
ま
た
、
駅
前

や
須
田
港
周
辺
に
は
広
域
的
商
業
施
設
の
立
地
を
誘
導
し
て
い
く
。

工
業
地
　
臨
海
工
業
団
地
地
区
を
工
業
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

住
宅
地
　
主
に
農
地
を
除
く
平
坦
地
を
利
便
性
の
高
い
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
高
瀬
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観
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一
四

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

○
仁
尾
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
緑
と
海
に
囲
ま
れ
た
、
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
本
四
３
架
橋
時
代
を
迎
え
、
香
川
県
の
西
の
玄
関
口
と
な
る
三
豊
圏
域
に
お
い
て
、
広
域
的
な

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
快
適
で
魅
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
仁
尾
浜
地
区
　
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、
町
内
の
公
共
公
益
施
設
が
多
く
立
地
し
て

お
り
、
今
後
と
も
行
政
・
商
業
・
医
療
機
能
等
の
集
積
を
図
る
。

・
金
坂
地
区
　
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
マ
リ
ー
ナ
を
中
心
に
交
流
拠
点
と
し

て
の
機
能
強
化
を
図
る
。

・
既
存
市
街
地
　
区
域
最
大
の
人
口
集
積
地
で
あ
る
が
、
狭
隘
な
道
路
が
多
い
た
め
、
安
全
で
快

適
な
市
街
地
形
成
に
向
け
た
土
地
利
用
の
更
新
を
促
進
す
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
業
務
機
能
は
仁
尾
浜
地
区
を
中
心
に
誘
導
し
、
ま
た
、
金
坂
地
区

は
交
流
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め
る
。

工
業
地
　
工
業
機
能
は
既
成
市
街
地
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
地
区
へ
誘
導
を

図
る
。

住
宅
地
　
既
存
市
街
地
を
主
な
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
安
全
性
・
快
適
性
の
向

上
を
図
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の
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五

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
江
尻
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
妙
見
山
な
ど
は
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観
機
能
が
特
に

強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

・
妙
見
山
風
致
地
区
、
四
国
山
風
致
地
区
、
蔦
島
風
致
地
区
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
保
全
を
図

る
。

○
豊
浜
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
伝
統
文
化
を
支
え
る
活
力
に
あ
ふ
れ
た
田
園
交
流
都
市
の
形
成
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
本
四
３
架
橋
時
代
を
迎
え
、
香
川
県
の
西
の
玄
関
口
と
な
る
三
豊
圏
域
に
お
い
て
、
広
域
的
な

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
快
適
で
魅
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
姫
浜
地
区
　
国
道
が
合
流
し
、
豊
浜
駅
を
中
心
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
ほ

か
、
大
型
店
舗
の
出
店
も
あ
り
、
商
業
・
業
務
の
中
心
と
し
て
の
土
地
利
用
を
進
め
る
。

・
和
田
浜
地
区
　
臨
海
部
の
土
地
利
用
は
概
ね
整
序
さ
れ
て
い
る
が
、
国
道
11号
よ
り
東
側
で
は

住
商
工
の
混
在
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
安
全
で
快
適
な
市
街
地
形
成
に
向
け
た
土
地
利
用
の
更

新
を
促
進
す
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し
て

い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
業
務
機
能
は
町
役
場
周
辺
を
中
核
と
し
つ
つ
、
国
道
11号
や
国
道

377号
に
お
い
て
も
沿
道
型
商
業
施
設
等
の
立
地
の
誘
導
を
図
る
。

工
業
地
　
臨
海
工
業
地
区
を
工
業
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

住
宅
地
　
和
田
浜
地
区
の
旧
市
街
地
は
土
地
利
用
の
更
新
に
あ
わ
せ
、
利
便
性
の
高

い
住
宅
地
の
形
成
を
目
指
す
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。
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一
六

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
白
坂
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
内
部
の
緑
地
や
市
街
地
に
接
す
る
斜
面
緑
地
は
、
都
市
景

観
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
保
全
に
努
め
る
。

○
仁
尾
都
市
計
画
風
致
地
区
の
変
更
素
案
の
概
要

都
市
計
画
妙
見
山
風
致
地
区
ほ
か
１
地
区
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

な
お
、
参
考
図
は
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び
仁
尾
町
建
設
課
に
お
い
て
公
述
申
出
の
期
限
ま

で
閲
覧
に
供
す
る
。

○
内
海
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
自
然
環
境
と
地
域
文
化
を
活
か
し
た
個
性
的
な
広
域
交
流
拠
点
を
目
指
す
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
島
嶼
部
に
お
け
る
定
住
・
交
流
人
口
の
動
態
や
産
業
振
興
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど

●
香
川
県
公
告
第
五
百
六
十
九
号

香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
香
川
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
催
の
日
時
及
び
場
所

日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
所

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
（
金
曜
日
）

土
庄
町
甲
五
五
九
―
二

午
後
一
時
半
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
庄
町
役
場

二
　
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
の
と
お
り

三
　
公
述
の
申
出
の
方
法
及
び
期
限

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
か

ら
同
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
に
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
公
述
申
出
書
（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
、
内
海
町
建
設
農
林
水
産

課
及
び
土
庄
町
建
設
水
道
課
に
備
え
置
く
。
）
に
記
載
し
て
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る

こ
と
。

四
　
開
催
の
中
止

三
に
掲
げ
る
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
に
掲
げ
る
公
聴
会
の
開
催
は
中
止
す
る
。

別
　
記

名
　
　
称

面
　
　
積

備
　
　
　
　
考

妙
見
山
風
致
地
区

約
155ha

変
更

四
国
山
風
致
地
区

約
83ha

変
更



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

一
七

の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
物
産
・
交
流
面
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら
快
適
で
魅
力
の
あ

る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
内
海
町
役
場
周
辺
地
区
　
町
役
場
を
中
心
に
商
業
施
設
が
集
積
し
、
住
商
工
の
混
在
は
あ
る
が
、

基
本
幹
線
も
整
備
が
進
み
、
沿
道
で
の
市
街
地
密
集
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
草
壁

港
と
の
交
通
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

・
草
壁
港
湾
地
区
　
港
湾
の
埋
立
事
業
に
よ
り
業
務
施
設
・
住
宅
等
の
立
地
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
も
交
通
拠
点
機
能
と
連
携
し
て
利
便
性
の
高
い
地
域
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

・
国
道
436号

沿
道
・
「
醤
の
郷
」
の
工
業
地
区
　
食
品
加
工
業
を
中
心
に
比
較
的
大
規
模
な
工

場
が
集
積
し
て
お
り
、
地
場
産
業
振
興
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
発
信
な
ど
多

面
的
な
機
能
を
有
す
る
地
域
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
業
務
機
能
は
町
役
場
周
辺
地
区
を
主
体
に
、
ま
た
、
観
光
・
集
客

施
設
は
醤
の
郷
や
オ
リ
ー
ブ
公
園
周
辺
な
ど
へ
の
誘
導
も
検
討
す
る
。

工
業
地
　
国
道
436号

と
安
田
大
川
に
囲
ま
れ
た
工
場
群
と
「
醤
の
郷
」
を
主
体
に

今
後
も
施
設
立
地
を
図
る
。

住
宅
地
　
そ
の
他
の
エ
リ
ア
を
主
に
一
般
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
安
田
大
川
な
ど
の
河
川

を
位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

一
八

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。

○
土
庄
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
素
案
の
概
要

§
１
　
都
市
計
画
の
目
標

１
．
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
、
ゆ
と
り
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
成
熟
都
市
』

・
「
香
川
県
新
世
紀
基
本
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

す
。

・
島
嶼
部
に
お
け
る
定
住
・
交
流
人
口
の
動
態
や
産
業
振
興
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど

の
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
物
産
・
交
流
面
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら
快
適
で
魅
力
の
あ

る
都
市
の
形
成
を
図
る
。

・
都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
拠
点
的
な
役
割
を
担
う
地
区
を
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と

の
市
街
地
像
を
明
確
に
し
て
、
生
活
利
便
性
と
良
好
な
環
境
を
兼
ね
備
え
た
都
市
の
形
成
を
誘

導
す
る
。

２
．
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

・
西
光
寺
か
ら
土
庄
小
学
校
に
至
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
　
商
業
・
業
務
施
設
が
集
中
す
る
区
域

の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
今
後
は
、
狭
隘
な
道
路
を
改
善
す
る
な
ど
安
全
で

快
適
な
市
街
地
形
成
に
向
け
た
土
地
利
用
の
更
新
を
促
進
す
る
。

・
土
庄
港
周
辺
地
区
　
小
豆
島
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
区
で
あ
り
、
今
後
も
交
通
拠

点
機
能
を
有
す
る
利
便
性
の
高
い
商
業
・
業
務
拠
点
と
し
て
の
土
地
利
用
を
進
め
る
。

・
土
庄
東
港
周
辺
地
区
　
産
業
港
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
か
ら
、
主
に
流
通
拠
点
と
し
て
の

活
性
化
に
向
け
た
土
地
利
用
の
整
序
を
進
め
る
。

§
２
　
区
域
区
分
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

・
当
区
域
に
お
い
て
は
、
区
域
区
分
を
行
わ
な
い
。

（
理
由
）

・
従
来
か
ら
当
区
域
で
は
区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
圏
域
人
口
は
既
に
減
少
傾
向
を
示
し

て
い
る
ほ
か
土
地
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
予
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
規
の
開
発
圧
力
は
大
き
く
な
い
と
予
想
さ
れ
、
区
域
区
分
の
必
要
性
は
認

め
ら
れ
な
い
。

§
３
　
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
．
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

商
業
・
業
務
地
　
業
務
機
能
は
町
役
場
周
辺
地
区
を
主
体
に
、
ま
た
、
商
業
機
能
は

同
じ
く
町
役
場
周
辺
と
し
な
が
ら
、
今
後
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
周
辺
へ
の
誘
致
も
検
討
す

る
。工
業
地
　
旧
東
洋
紡
敷
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
動
向
を
見
な
が
ら
活
用
方
針
の
検

討
を
進
め
る
。

住
宅
地
　
そ
の
他
の
エ
リ
ア
を
主
に
一
般
住
宅
地
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

２
）
土
地
利
用
の
方
針

・
自
然
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地
景
観
の
形
成
に
向
け
、
白
地
地
域
に
お
け
る
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
の
適
正
化
に
よ
り
一
定
の
形
態
制
限
を
設
け
る
。

・
農
業
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
地
区
や
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

・
港
湾
施
設
は
、
産
業
・
物
流
拠
点
と
し
て
の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
、
海
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
親
水
空
間
の
形
成
に
努
め
る
。

２
．
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）
交
通
施
設

・
近
年
の
社
会
・
経
済
活
動
の
広
域
化
に
よ
る
交
通
需
要
の
拡
大
や
、
県
民
生
活
の
多
様

化
に
伴
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増
加
等
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
や
市
街
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
解
消
に

努
め
る
。

２
）
下
水
道
及
び
河
川

・
下
水
道
は
、「
香
川
県
全
県
域
生
活
排
水
処
理
構
想
」
に
基
づ
き
、
集
落
排
水
施
設
や



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

（
号
外
）

一
九

合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推
進
す
る
。

・
河
川
は
、
水
害
か
ら
県
土
を
保
全
す
る
た
め
、
計
画
的
に
河
川
改
修
な
ど
を
推
進
し
、

流
下
能
力
の
向
上
や
護
岸
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

３
．
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

・
市
街
地
に
お
い
て
都
市
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
河
川
な
ど
の

水
辺
に
つ
い
て
も
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
緑
地
の
系
統
別
の
配
置
方
針
を
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

環
境
保
全
系
統
　
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
地
と
し
て
、
伝
法
川
な
ど
の
河
川
を

位
置
づ
け
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統
　
日
常
的
な
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
を
適
正
に

配
置
し
、
維
持
し
て
い
く
。

防
災
系
統
　
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
を
避
難
場
所
に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
山
地
の
樹

林
地
を
保
全
し
自
然
災
害
の
防
止
を
図
る
。

景
観
構
成
系
統
　
市
街
地
に
面
す
る
山
地
は
、
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
緑
の
景
観

機
能
が
特
に
強
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
保
全
す
る
。
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